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例　　　　言
１.　　�本書は、三重県松阪市殿町にある松阪城跡の発掘調査、及び津市久居東鷹跡町にある久居城下町

遺跡（第９次調査）・東鷹跡古墳の発掘調査の報告書である。

２．�　調査の原因は､ 松阪城跡は平成 21 年度の松阪工業高等学校部室等解体工事・渡り廊下改修工事・

部室等建築工事、久居城下町遺跡（第９次）・東鷹跡古墳は平成 21 年度の久居農林高等学校農業土木

棟渡り廊下設置工事である。なお、松阪城跡については、今回の調査に重要な参考となる平成 15 年

に実施した自動車科実習棟建築工事に伴う工事立会結果も掲載している。調査にかかる費用は、三重

県教育委員会が負担した。

３．　当該調査及び整理体制は下記のとおりである。

　　　　調査主体　　三重県教育委員会

　　　　調査担当　　三重県埋蔵文化財センター　

　　　　【松阪城跡】調査研究Ⅰ課　主査　山口田美、奥田勝久

　　　　【松阪城跡（平成 15 年工事立会）】企画調整グループ　主査　田中久生

　　　　【久居城下町遺跡（第９次調査）・東鷹跡古墳】調査研究Ⅰ課　主査　西村美幸、山口田美

　　　　発掘調査業務委託先

　　　　【松阪城跡】有限会社　アート（土工委託）

　　　　【久居城下町遺跡（第９次調査）・東鷹跡古墳】久居農林高等学校の労務提供による

４．　調査期間及び調査面積は下記のとおりである。

　　　　【松阪城跡】平成 21 年７月２日～平成 21 年９月 29 日　527㎡

　　　　【松阪城跡（平成 15 年工事立会）】平成 15 年 12 月 19 日～平成 15 年 12 月 24 日　150㎡

　　　　【久居城下町遺跡（第８次調査）・東鷹跡古墳】平成 21 年５月 20 日～平成 21 年６月４日　24㎡

５．�　調査にあたっては、地元の方々､ 松阪市教育委員会、津市教育委員会、三重県教育委員会学校施設

室、三重県県土整備部営繕室、松阪工業高等学校、久居農林高等学校からのご協力を得た。　

６．　報告書の執筆は調査担当者が行い、文責は目次に示した。全体の編集は奥田が行なった。

７．　本書で報告した記録類および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。
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凡　例
＜地図類＞

１　�本書で使用した地図類は、国土地理院発行の 1/25,000 地形図、工事図面、松阪市作成の 1/2,500 都市

計画図、津市作成の 1/2,500 都市計画図である。

２　�挿図の方位は、世界測地系・測地成果 2000 による座標北で表している。なお、松阪市殿町付近の磁

北は真北に対して６ 5゚0´ 西偏し（平成 15 年国土地理院）、津市久居東鷹跡町付近の磁北は真北に対

して６ 5゚0´ 西偏している（平成 15 年国土地理院）。

＜遺構類＞

１　土層図の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖』（1999 年版）を用いた。

２　�本書で使用した遺構表示略号は下記のとおりである。

　　ＳＫ：土坑　ＳＤ：溝　Ｐｉｔ・Ｐ：柱穴・小穴　

＜遺物類＞

１　当報告での遺物実測図類は実物の１/ ４を基本としている。

２　遺物実測図は、各遺跡ごとの通番としている。

３　当報告書での用語は、「わん」は「椀」に統一している。

＜写真図版＞

１　遺物写真の番号は遺物図版の番号と対応している。

２　遺物写真は、縮尺不同である。

＜参考文献＞

　遺物の時期については、主に下記の文献を参考とした。

・�中野晴久「近世常滑焼における甕の編年的研究ノート」『常滑市民俗資料館研究紀要』Ⅱ　常滑市教育

委員会　1986

・大橋康二『肥前陶磁』考古学ライブラリー 55　ニュー・サイエンス社　1989

・�堀内秀樹「東京大学本郷構内の遺跡における年代的考察」『東京大学構内遺跡調査研究年報』１　東京

大学埋蔵文化財調査室　1997

・�東京大学遺跡調査室（編）『東京大学本郷構内の遺跡　医学部付属病院地点』東京大学遺跡調査室発掘

調査報告書３　1990

・大橋康二『古伊万里の文様－初期肥前磁器を中心に－』理工学社　1994

・藤澤良祐ほか『瀬戸市史』陶磁史篇４・６　瀬戸市　1993・1998

・�東京大学埋蔵文化財調査室（編）『東京大学構内遺跡出土陶磁器・土器の分類（１）』東京大学構内遺跡

調査研究年報２別冊　1999

・九州近世陶磁学会（編）『九州陶磁の編年』2000

・畑中英二『信楽焼の考古学的研究』サンライズ出版　2003

・�（財）瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター（編）『江戸時代のやきもの－生産と流通－』記念講演会・

シンポジウム資料集　2006

・�山茶椀胎土分析プロジェクト「中世土器の生産と流通－胎土分析からみた山茶椀の生産と流通」『研究

紀要』第３号　三重県埋蔵文化財センター　1994
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（１）　調査に至る経緯

Ａ．松阪城跡

　松阪城跡（松阪市遺跡番号 a770）は、松阪市殿

町に所在する遺跡である。平成 20 年度に三重県県

土整備部公共事業運営室から松阪工業高校部室・渡

り廊下建築改修計画の照会を受けた県埋蔵文化財セ

ンターでは、事業の実施には埋蔵文化財の保護措置

が必要な旨を平成 21 年２月 13 日付けで公共事業運

営室へ回答した。その後、県教育委員会学校施設室

と当センターで建築計画等をもとに協議を行った

が、文化財への影響が免れない 527㎡について発掘

調査が必要となった。

　この松阪城三之丸跡は、松阪工業高校の改修に伴

い数回の調査が行われている。平成７年の五曲口跡

の発掘調査では、城を巡っていた土塁の基底部と堀

などが確認され、土塁が直角に方向を変えること等

から五曲口門が近接することが推定された
①
。平成９

年には武道場の建築、平成 19 年にはテニスコートの

改修及び廃液保管庫改築に伴う確認調査が行なわれ

た。いずれも遺構は確認されなかったが、テニスコー

ト改修に伴う確認調査では江戸時代の表土を確認し

ている。また、平成 15 年の自動車科実習棟建築に伴

う工事立合では、近世の溝、柱跡、整地などが検出

され、参考として今回Ｄ地区として掲載した。

　今回の調査区は前述した調査が行われている三之

丸の南東部で、松阪城の外周に想定されている
②
土塁

や堀の検出が予想される場所でもある。

Ｂ．久居城下町遺跡（第９次調査）・東鷹跡古墳

　久居城下町遺跡（津市遺跡番号ｂ 105）は、津市

久居東鷹跡町に所在する遺跡である。

　久居城下町遺跡は、昭和 55 年度以降、旧久居市

や県埋蔵文化財センターによって範囲確認調査や本

調査が行われ、地割りの溝などが確認されてきた（第

２表参照）。平成 19 年度には、久居農林高等学校特

別教室棟改築工事に伴い、736㎡が調査され（第８

次調査
③
）、城下町の区割り溝と屋敷に伴う地下式土

坑を確認し、多数の近世土器が出土した。この調査

では、大型の後期古墳と考えられる周溝が確認され、

東鷹跡古墳（津市遺跡番号ｂ 232）として遺跡の登

録を行った
④
。

　今回報告する第９次調査は、平成 19 年度に建設

された特別教室棟と普通教室棟をつなぐ渡り廊下設

置工事にともなうもので、第８次調査区の東側の調

査成果である。

（２）文化財保護法にかかる諸通知

　文化財保護法等にかかる諸通知は、以下により県

教育長宛に行っている。

Ａ．松阪城跡

・�文化財保護法に基づく三重県文化財保護条例第 48

条第 1 項（県教育長宛）

　　平成 21 年５月 12 日付け教委第 19 － 16 号

・文化財保護法第 99 条第 1 項（県教育長宛）

　　平成 21 年７月３日付け教埋第 147 号

・遺失物法による文化財発見・認定通知

　（松阪警察署長宛）

　平成 22 年 1 月 29 日　教委第 12 － 4418 号

Ｂ．久居城下町遺跡（第９次調査）・東鷹跡古墳

・�文化財保護法に基づく三重県文化財保護条例第 48

条第 1 項（県教育長宛）

　　平成 21 年５月 14 日付け教委第 19 － 19 号

・文化財保護法第 99 条第 1 項（県教育長宛）

　　平成 21 年６月２日付け教埋第 102 号

・遺失物法による文化財発見・認定通知

　（津南警察署長宛）

　平成 21 年６月 17 日付け教委第 12 － 4405 号

　　　　　　　　　　　　　

[ 註 ]

①�　三重県埋蔵文化財センター『松阪城三の丸五曲口発

掘調査報告』1996.3

②�　三重県教育委員会『三重の近世城郭』1984 年 3月 30 日

③�　平成 19 年度の調査時点では、遺跡の調査次数の整理

がなされていなかった。今回の調査にあたり、津市教

育委員会と協議をして番号を整理した。

④�　三重県埋蔵文化財センター『久居城下町遺跡・東鷹跡古

墳』2008年
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（１）調査の体制

　三重県埋蔵文化財センターでは、発掘調査の土工

部門（土木作業、安全管理、調査員・作業員詰所な

どの仮設、測量）などを民間業者に委託している。

松阪城跡の発掘調査は、土工部門を株式会社アート

に委託して発掘調査を行った。

　一方、久居城下町遺跡（第９次調査）・東鷹跡古

墳の発掘調査では調査面積が狭小であったため、事

業部局である久居農林高等学校から、労務・資材の

提供を受ける形で発掘調査を行った。現地の管理は

久居農林高等学校が委託した澤伊建設が行った。

（２）調査区の設定

Ａ．松阪城跡

　発掘調査箇所をＡ・Ｂ・Ｃ地区に分けた。渡り廊

下建築予定地をＡ地区、部室Ａ棟・Ｂ棟建築予定地

をＢ地区、自転車置場・給排水設備設置予定地をＣ

地区とし、平成 15 年の自動車科実習棟建築に伴う

工事立合範囲を既述したようにＤ地区と設定した。

　グリッドは、４ｍ×４ｍの方眼を各地区毎に設定

し、調査の基本単位とした。それぞれ調査区の方向

に沿うが、近接するＢ地区とＣ地区は共通のグリッ

ドとし、Ｂ地区の方向に合わせて設定している。

Ｂ．久居城下町遺跡（第９次調査）・東鷹跡古墳

　調査箇所（調査区）内の任意の２点を牟図部点を

基準点とし、それにしたがって４ｍ×４ｍの方眼（グ

リッド）を設定し、調査の基本単位とした。今回の

調査区は、狭小であったためグリッドは２つであ

り、西側を１Ａ、東側を１Ｂとした。

（３）掘削

表土掘削　表土は重機（バックホー）による表土除

去を実施した。

遺構検出・遺構掘削　表土除去後、人力による遺物

包含層掘削を実施し、その後、遺構検出・遺構掘削

を行った。

（４）記録

遺構番号　遺構番号付与は、小穴（pit、ピットと

も表記）以外は遺構種別を超えた通し番号とし、小

穴の番号については、グリッドごとに通し番号を付

与した。

　松阪城では、過去の調査との混同を避けるため

101 番からスタートしたが、Ｄ地区については既に

与えられていた番号を踏襲している。

　久居城下町遺跡では、第８次調査で遺構番号が

20 番まで付与されていたため、第９次調査では重

複を避けるため、21 番からスタートした。

遺構略図　遺構検出時等、遺構が確認された場合に

は、グリッド単位で 1/40 縮尺の「遺構カード」を

作成した。ここには、埋土の状況・遺構の重複関係

を記したほか、遺物取り上げにおける遺構番号の台

帳としても使用した。また調査区内の遺構の分布な

どを把握するため、遺構カードを転写し、1/100 縮

尺の「遺構略図」を作成した。

遺構実測　調査区全体図及び調査区の土層断面図は

1/20 縮尺で、遺物の出土状況は 1/10 縮尺で手描実

測を行ったが、久居城下町遺跡では、調査区全体図

については平板を用い 1/50 縮尺で行った。

　調査区平面図には国土座標（世界測地系）を表記

し、過去の発掘調査地点との位置関係を把握できる

ようにした。

遺構写真　基本的に４×５インチ判の白黒ネガ・カ

ラーリバーサルフィルムで撮影し、補助的に 35mm

判の白黒ネガおよびカラーリバーサルフィルムも使

用した。また必要に応じてデジタルカメラでの写真

も撮影した。

遺物実測　遺物実測は、出土遺物から必要なものを

選び出し、1/1 の実測を行った。

遺物写真　報告書掲載遺物を中心に必要なものを選

択し、ブローニー判白黒ネガフィルムで撮影した

が、彩色のあるものについてはブローニー判カラー

ポジフィルムを用いた。

Ⅱ　調査の方法
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（１）　位置

　新しい松阪市は平成 17 年１月１日に旧松阪市・

嬉野町・三雲町・飯高町・飯南町の１市４町が合併

してできた。南北に細長い三重県のほぼ中央に位置

し、三重県を横断する形で奈良県に達する。北は伊

勢湾及び津市、南は多気郡多気町、東は多気郡明和

町、西は奈良県に接している。

　三重県の中部の地勢は、西に布引山地・高見山

地・紀伊山地が南北に連なり、東は伊勢湾と伊勢平

野が広がる西高東低の様相を呈している。松阪市は

伊勢平野に位置し、三渡川、阪内川、金剛川によっ

て形成された松阪低地と櫛田川によって形成された

櫛田川周辺の２つの沖積平野がみられる。松阪城跡

は松阪低地のほぼ中央部に位置し、阪内川右岸の標

高 35 ｍの独立丘陵を中心とする平山城である。

　今回の調査区は松阪城跡の南端に位置する。江戸

時代に作成された『伊勢国松坂古城之図』によると、

今回の発掘調査のＢ地区はかつて堀があったところ

にあたる。

（２）　歴史的環境

　松阪は、南伊勢地方の軍事・交通上の要衝の地に

あたり、櫛田川の河谷を遡ると高見峠を経て吉野、

和歌山に至り、海岸に出れば船便に恵まれる。した

がって南北朝時代、この地には南朝方の有力拠点が

築かれ、南北両勢力の戦闘がしばしば展開された。

北畠氏の勢力下におかれた市内においても大河内城

や阿坂城などの城が築かれている。永禄 12年 (1569)

北畠氏の地位を織田氏が奪い、さらに本能寺の変後

の天正 12(1584) 年には織田信雄が秀吉により伊勢か

ら追われ、松ヶ島城には蒲生氏郷が 12 万石の大名

として近江国日野より入った。氏郷は入城後間もな

く元亀元年 (1570) に潮田長助が城砦を構えたという

四五百森に築城を始め、天正 16 年 (1588) には「松

阪城」と命名し、この新しい城に移った。西から北

側を阪内川が流れ、この川を自然の要害として利用

している。中核である本丸、八幡神を祀る二の丸、

丘陵の裾一体を三の丸とし、周囲に土居と堀を巡ら

せた。築城とともに城下町の整備も行い、松ヶ島よ

り百姓以外のものを強制的に移住させたり、近江国

日野から商人を連れてきたり、伊勢の大湊から商人

を呼び寄せたりしている。また、城下の発展のため、

海岸沿いを通過していた参宮街道を町中へと引き込

み、城下町の中央を貫通させ、それを中心に小路を

縦横に配置した。後に松阪城が紀州領となってから

は日野町を起点とする和歌山街道も整備された。天

正 16 年 (1588) に松ヶ島から松阪城下に移った町に

は、本町、大手町、工屋町、紺屋町、博労町、中町、

職人町、鍛冶町、白粉町、櫛屋町、新町、桜屋町、

大工町、魚町の 14 箇町あり、他から移住して開か

れた町には日野町、湊町、平生町があった。その後、

商工業を中心に町は発達し、町周りへ膨張して新た

な町がいくつかでき、江戸時代中期には 42 町と５

つの小路になっている。こうして松阪の商都として

の発展の基礎をかためた氏郷であったが、城主とし

ては２年と短く、天正 18(1590) 年には小田原征討の

軍功により 42 万石の太守として、奥州会津へと移っ

ていった。

　氏郷のあとには天正 19(1591) 年服部一忠が３万

5000 石を領として、城主となるが関白秀次事件に

連座して、改易となって自殺し、文禄４(1595) 年古

田重勝が入封する。関ヶ原の戦いの際、重勝は関東

から戻り、津城にも援軍を出し、自らは鍋島勝茂の

率いる西軍と対峙して松阪城を守り抜いたと『藩

翰譜』は伝える。この功により戦後２万石の加増

を受け、重勝は５万 5000 石の大名となった。慶長

11(1606) 年重勝は 47 歳で亡くなるが、嫡子重恒が

幼少であったため、弟の重治が政務を執る。元和５

Ⅲ　松阪城跡

１　位置と環境
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第１図　松阪城跡位置図（1:50,000）〔国土地理院「松阪」「松阪港」1:25,000 より作成〕
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第２図　松阪城跡地形図（1:5,000）〔堀・土塁の位置は『三重の近世城郭』三重県教育委員会 1984 による〕
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(1619) 年大阪夏の陣の功により古田氏は石見国浜田

へ移封となり、同年８月徳川頼宣が和歌山城主に命

じられ、松阪もその治下に入る。以後明治に至るま

で松阪城には紀州藩勢州領の統治の拠点として紀州

藩の出先機関が置かれたのである。

　紀州領となってからは、松坂は商業の町として発

展し、三井高利や小津清左衛門などの多くの豪商が

生まれた。城の建物は明治元年までは多少残ってい

たが、明治政府の方針で、城内の建物などが売却

されることになり、1881 年に城跡公園（松阪公園）

として一般に開放されるまで、城にあった建物はほ

とんどなくなってしまった。また、松阪城の土居と

堀は明治 10 年代に民間に払い下げられ、耕作地と

して利用され、その後、徐々に宅地になり昔の面影

はほとんど残っていない。現在、松阪城跡の遺跡と

して残されているものは御城番屋敷に土蔵が保存さ

れている程度である。松阪城の旧三之丸搦手筋にあ

る御城番屋敷は文久３(1863) 年に建てられ、松阪城

の建物で現在、唯一残っている建物であり、国の重

要文化財に指定されている。

　松阪工業高校は明治 35(1902) 年４月、松阪城三之

丸跡に三重県立工業学校として開校した。三重県下

で初めての工業学校であり、全国で初めて応用化学

科を設置した。当時、化学実験で用いる硫化水素に

よって壁が黒くなるのを防ぐため、壁を朱色（硫化

水銀）で塗装したため、「赤壁」として開校当時か

ら市民に親しまれてきた。現在は松阪工業高校資料

館として利用され、松阪市の指定文化財になってい

る。昭和 23(1948) 年、戦後の学制改革で全日制課程

に普通科が追加されたため、三重県松阪北高等学校

と改称となったが、昭和 27(1952) 年、三重県松阪工

業高等学校と改め、さらに昭和 30(1955) 年三重県立

松阪工業高等学校と改称になり、現在に至っている。

[ 参考文献 ]

・　松阪市『松阪市史』 第 1 巻資料編 自然 1977.12.10

・�　三重県埋蔵文化財センター『松阪城三の丸五曲口発掘

調査報告』1996.3

・�　下村登良男「松阪城」『三重県の城』㈱郷土出版社

1991.11.19

・�　松阪市「松坂城本丸跡上段発掘調査報告書」平成 4 年

3 月

・�　平凡社『三重県の地名』日本歴史地名大系 24　

1983.5.20

・　松阪工業高等学校ホームページ

第３図　調査区位置図（1:2,000）

平成９年確認調査坑

Ａ地区
Ｂ地区

Ｃ地区

Ｄ地区

平成 19 年工事立会土塁（推定）

堀（推定）
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　今回の松阪城跡の発掘調査では、Ａ地区、Ｂ地区

Ｃ地区の３箇所の調査を行い、それぞれの地区で溝

と土坑を確認した。さらに、Ｂ地区、Ｃ地区では、

松阪城の堀跡を確認することができた。各地区とも

に廃城後も県立工業学校を中心とする土地利用が続

けられていたためか、激しく撹乱され、検出面に至

る層序は乱れた状態である。

　なお、平成 15 年に工事立会を行ったＤ地区につ

いても、検出面に至る層序は同様な状況であった。

（１）Ａ地区　

　Ａ地区は、東西に長く延びる狭い溝状の調査区の

ため遺構の性格を特定することは難しいが、溝５条

と土坑４基を確認した。そのうち調査区東側で室町

から近世・近代の陶磁器の出土が多く、ＳＫ 102・

ＳＤ 107 は松阪城に関係する可能性がある。調査区

西側では古墳時代や鎌倉時代と思われる遺物が出土

し、検出面（褐色粘質土）直上からは弥生時代後期

から終末と考えられる高杯の脚部（75）も出土して

いることから、松阪城以前の集落が断続的に続いて

いたことが伺われる。

ＳＫ１０２　調査区東側に位置する土坑である。北

端は調査区壁際で確認できたが、南側は調査区外ま

で広がっていると思われる。調査時は土坑として

扱ったが、南に延びる溝かもしれない。幅は 2.3 ｍ、

深さは検出面より 0.1 ～ 0.5 ｍである。遺構からは

近世施釉陶器や染付椀、瓦、漆椀などが多量に出土

しているが、出土状況から埋納されたものではなく

投棄されたものと考えられる。これらの時期から近

世末頃の土坑と思われ、松阪城に伴う遺構である。

ＳＫ１０３　調査区中央付近で確認した。南端は調

査区外のため形態は不明確であるが、幅は 0.4 ｍ、

検出面からの深さは 0.01 ｍで須恵器・土師器小片が

出土し、古墳時代の土坑と思われるが確証はない。

ＳＫ１０４　調査区中央付近で確認した。北端は方

形状を呈するが南端が調査区外のため形態は不明で

ある。幅は0.3ｍ、検出面からの深さは0.07ｍである。

土師器片が出土しているが、時期は不明である。

ＳＫ１０９　調査区の東端に位置し、撹乱溝と思わ

れる。出土遺物はなかった。

ＳＤ１０１　調査区の西側に位置し、幅は 0.8 ｍ、

深さは検出面より 0.3 ｍ前後で、調査区を横切るよ

うに南北に延びる溝である。埋土は灰褐色粘質土と

黒褐色粘質土で、山茶椀底部（３・４）が出土し、

鎌倉時代の溝と考えられる。

ＳＤ１０５　調査区中央付近に位置し、幅は0.15ｍ、

深さは検出面より 0.05 ｍの細く浅い溝である。南

側は調査区外に延び、北側は調査区中央付近で終わ

る。埋土は黒褐色土で古墳時代の須恵器小片と時期

は不明だが土師器片が出土し、古墳時代後半の溝の

可能性がある。

ＳＤ１０６　東西に延びる溝であるが東側はＳＫ

102 に切られている。幅は 0.4 ｍ、深さは検出面よ

り 0.05 ｍ前後である。埋土は灰黄褐色土で須恵器

小片が出土しているが、時期は不明である。

ＳＤ１０７　調査区の東端付近に位置し、幅は 0.7

ｍ、深さは検出面より 0.4 ｍ前後で調査区を横切る

ように南北に延びる溝である。埋土は灰黄褐色粗砂

と褐灰色粘質土で、擂鉢（18）や天目茶椀（17）が

出土しており、この遺構は松阪城に伴うものと考え

られる。

ＳＤ１０８　ＳＤ 107 の西側に直交する溝で、東端

はＳＤ 107 に切られている。弯曲して東側の調査区

外まで続くかもしれないが、ＳＫ 109 の撹乱により

残存していない。幅は 0.4 ｍ、深さは検出面より 0.04

ｍの溝である。遺構埋土から古墳時代の土器（１・

２）が出土し、古墳時代後半の溝と考える。

　　　

（２）Ｂ地区

　Ｂ地区はＬ字型の調査区で、調査区北西端より約

16ｍで堀肩を確認した。調査区北西端では、溝２条、

土坑１基を確認した。これらの遺構からは、須恵器・

土師器片や山茶椀、土師器鍋などが出土しており、

古墳終末や中世の集落があったことが伺われる。こ

れらの遺構群を検出した面は、堀に向かって徐々に

傾斜し、調査区西端から６ｍほどで急激に落ち込ん

２　遺構
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第４図　Ａ地区平面図（1:200） 第５図　Ａ地区土層断面図（1:100）
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第６図　Ｂ地区・Ｃ地区平面図（1:200）

整地土
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でいる。これにより前述した遺構群は消滅している

が、本来は東側へ広がっていたものと考えられる。

ＳＫ１１１　調査区の北西壁際で確認した。多くが

調査区外のため形態は不明確である。南西端はＳＤ

112 と重複するが、前後関係は不明である。検出面

からの深さは 0.1 ｍ前後である。埋土から土師器片、

山茶椀（９）、土師器皿（５）、ロクロ土師器（８）、

土師器鍋（７）が出土し、ＳＤ 112 と同様の平安時

代末頃の土坑と考えられる。７は横倒しで検出され、

一見、完形を思わせる出土状況（第６図・Ｐ 37 写真）

であるが、２／３ちかくを欠損しており、埋納等は

考えられない。

ＳＤ１１０　調査区の北西側に位置し、幅は 0.3 ｍ、

深さは検出面より 0.2 ｍ前後である。調査区を横切

るように南北に延びる細く浅い溝だが、東西に延び

るＳＤ 112 と直交している。須恵器片、山茶椀小片

に混じり近世陶器が出土しているが、近世陶器は接

する撹乱溝からの混入の可能性があり、この溝は

ＳＤ 112 と同様な時期と推測される。

ＳＤ１１２　調査区の北西壁から北東壁に向けて検

出した溝である。両端とも調査区外まで続くと考え

られるが、北西端は撹乱により不明である。幅は1.5ｍ、

深さは検出面より 0.1 ～ 0.3 ｍ、延長は 15 ｍ以上に

なる可能性がある。埋土から須恵器・土師器片、山

茶椀（13・14）、白磁椀（16）、土師器鍋（12）、ロ

クロ土師器（10・11）などが出土し、平安時代末頃

の溝と考えられる。12 は溝の北岸ちかくで合口棺

を思わせる状況（第６図・Ｐ 37 写真）で出土した。

横倒し状態で、上半 1 ／２を削平により欠損したか

のようである。この鍋を埋めた掘形は確認できず、

溝の埋土内と考えられる状況である。両者を取り上

げたところ、両者は酷似し、同一個体の可能性が高

いものである。一応、同一個体として 12 のみを図

化し、合口棺の可能性を否定したが、どのような原

因でこのように埋没したのか疑問が残る。

　当初、ＳＤ 112 に重複するかたちでＳＤ 113 を検

出したが、掘削の過程で同一であることが判明し、

ＳＤ 112 で統一した。

（３）Ｃ地区

　Ｃ地区はＢ地区の北東側に位置する。Ｃ地区の

西端から 13 ｍあたりで堀肩を確認することができ、

それより東側は堀跡と考えられる。また、Ｂ地区の

堀肩の延長線上にＣ地区の堀肩が位置しており、堀

跡がＢ地区より北東に延びていることが解る。堀

肩より西側で溝７条（ＳＤ 115 ～ 117・119・127 ～

129）と土坑９基（ＳＫ 114・118・120 ～ 126）、ピッ

ト数基を確認した。ＳＫ 126 で古墳時代と思われる

須恵器・土師器の小片が出土し、２基のピットから

平安後期以降と思われる土師器やロクロ土師器が各

１点、その他時期不明の土師器片が少し出土した遺

構があるものの、ほとんどの遺構からは遺物は出土

しなかった。

（４）堀跡

　Ｂ地区・Ｃ地区で堀跡を確認した。Ｂ地区のＥ６

～Ｅ７付近で３ｍ×４ｍのトレンチを掘り下げたと

ころ堀肩検出面より 1.6 ｍあたりで灰色の砂層を確

認した。それ以下では赤褐色土や褐色土が確認でき

たが、湧水が激しく、さらに掘り下げることはでき

なかった。堀に流水があったとすれば灰色砂層が堀

底に堆積した砂層とすることもできるが、混入物が

確認できないことから、灰色砂層上面を堀の底と考

える。

　今回、堀の肩を確認した地点から 10 ｍほど手前

で検出面は急激に落ち込んでいる。この落ち込みは

検出面と同色の黄橙色土で覆われているが、地山に

比べ柔らかい土で人為的に埋められ整地された様子

が伺える（第６図　トーン部分）。整地の厚さは 1

ｍまで確認できたが、おそらく堀底と同じ高さまで

到達するものと推測される。整地内の遺物は確認で

きず、整地の時期については不明とせざるを得ない

が、堀を作る前になんらかの落ち込みがあり、それ

を整地して堀を作ったのではないかと考えられる。

（５）Ｄ地区

　自動車科実習棟建設に伴い工事立会を実施した地

区である。この付近は江戸中期の絵図によると牢屋

が描かれている。

　工事立会の結果、遺構・遺物が認められたので、
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第７図　Ｂ地区土層断面図（1:100）
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第８図　Ｂ地区・Ｃ地区土層断面図（1:100）
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埋蔵文化財に影響のある範囲について、簡易的な調

査を実施した。調査区は幅２ｍの横に長いＨ状のト

レンチである。基本層序は工事により不明確な部分

も多いが、校内に敷かれた砕石の下には整地層があ

り、地表から 70cm 程度で褐色粘質土に至る。遺構

検出はこの層の上面で行った。砕石から検出面に至

る整地層は一時期のものではなく、前身校舎の建築

時をはじめとする頻繁な土地利用の変更により、整

地を繰返しているものと思われる。最も古い整地が

松阪城に伴う可能性もあるが、断定できなかった。

検出面とした褐色粘土層は東へ向かって緩やかに傾

斜するが、調査区の中央部で 40㎝ほど急に低下す

る。それに対応し整地も厚くなるが、これ以東の整

地は新しいもので、松阪城に伴う可能性はない。

　調査の結果、多数の土坑や溝を検出したが、遺物

の出土したものは少なく、時期・性格ともに明確な

ものは少ない。

ＳＤ１　調査区西部で検出した東西に延びる溝であ

る。幅約 2.4 ｍ、検出面からの深さ 20㎝程度で、近

世の陶磁器（114・116・119）が出土しており、松

阪城に伴うものと考えられる。

ＳＤ２　調査区中央部で検出した東西に延びる溝で

ある。幅１ｍ、検出面からの深さは 70cm と推定さ

れる。遺物の出土はなく時期は不明であるが、延

びる方向からＡ地区のＳＤ 107 に繋がる可能性があ

り、その場合、松阪城に関係する遺構となる。

第９図　Ｄ地区土層断面図（1:100） 第 10 図　Ｄ地区平面図（1:200）
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　出土遺物の大半は江戸時代後半でも末期にちかい

時期の陶磁器類であり、近代に下るものも多くあ

る。古墳時代後半や平安時代末から鎌倉時代のもの

も散見され、最も古いものは弥生時代後期に遡る。

しかし、撹乱坑等との重複も多く、一括性に欠ける

ものがほとんどである。

（１）ＳＤ１０８出土遺物（第 11 図）

　１は土師器の甕、２は須恵器の杯である。１はＳ

字状の口縁部をもつものと思われ、２の口縁部は低

く内頃している。

（２）ＳＫ１１１出土遺物（第 11 図）

　５・６は土師器の皿としたが、６は小片のため確

証はない。７は土師器の鍋、８はロクロ土師器の皿、

９は山茶椀で比較的薄い器壁で口縁端部が外反し、

内面には墨が付着する。これらは平安時代末期のも

のと考えられる。

（３）ＳＤ１１２出土遺物（第 11 図）

　10・11 はロクロ土師器の皿、12 は土師器の鍋、

13・14 は山茶椀、15 は陶器の甕、16 は白磁椀である。

13 は薄い器壁で口縁端部が外反するが、14 の器壁

は厚い。しかし 14 の高台は断面方形のしっかりし

たもので、大きく時期が下るものではない。したがっ

て、これらは平安時代末頃のものと考えられる。

　なお、14 の底部外面には墨書があり、「○」と記

されている。何らかの記号であるものと考えられる。

（４）ＳＤ１０１出土遺物（第 11 図）

　３・４ともに山茶椀である。両者とも低く退化し

た高台を雑に貼り付け、鎌倉時代に下るものと考え

られる。

（５）ＳＤ１０７出土遺物（第 11 図）

　17 は天目茶椀、18 は陶器の擂鉢である。17 は鉄

釉、18 は錆釉が施され、両者とも瀬戸美濃であるが、

織豊期にさかのぼるものと考えられる。

（６）ＡＡ - ９ Ｐｉｔ１出土遺物（第 11 図）

　図示できたものは全て近世の陶磁器で、18 ～ 19

世紀のものである。

　20 は施釉陶器の腰錆茶椀、24 は行平鍋で、図示

していないが、片口が付くものと思われる。

　19・21 ～ 23 は磁器の染付で、23 は皿、他は椀で

ある。23 は墨弾き技法を採用した山水画を内面に、

外面には唐草文を施す。高台は蛇目凹型高台を呈し

墨書が施されるが判読できない。小片のため明確で

はないが、19・21・22 の外面には草花文が染付され、

さらに見込には、22 に菊花文、21 にはその変形と

思われる文様が施されている。21 は瀬戸美濃、他

は肥前と思われる。

（７）ＳＫ１０２出土遺物（第 12 ～ 14 図）

　近世の陶磁器を中心に多量の遺物が出土してい

る。陶器の甕や擂鉢に 18 世紀前半に遡るものがみ

られるが、他の陶磁器については 18 世紀後半から

19 世紀にかけてのものである。

　54 ～ 56 は土師器で、55・56 は茶釜である。54

は輪台状の形態を呈し、一応、托としたが、受部は

顕著でなく別の用途も考えられる。胎土は精良で橙

色を発色する精製品の要素もあるが、整形は歪みを

残す状態である。

　25 ～ 34 は施釉陶器の椀皿類で 25 ～ 32 は椀、

33・34 は底部片のため器種が明確でないが、33 は皿、

34 は鉢とした。特に 29・30 は腰錆茶椀、31・32 は

鎧茶椀と称されるものである。前者は大部外面下半

にカキメを施し、装飾風に仕上げている。後者も同

様な範囲に小さい刺突列点や波状文を施している。

27・28 には蔓草状の絵柄を施す。33 は陶胎染付で

見込には梅花文が施される。25・34 の見込は蛇目

釉禿となり、34 は釉禿部分を朱色とし、その外周

に波状文を施す。34 は肥前、他は瀬戸美濃と思わ

れるが、25・26・28 は不明としておく。

　35～ 42は磁器の椀皿類で全て肥前の染付である。

35 ～ 39 は椀で 39 は筒型椀と称されるものである。

37 の見込には菊花文、内外面に網状の文様を染付

３　遺物
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第 11 図　ＳＫ 111、ＳＤ 101・107・108・112、ＡＡ－９Ｐｉｔ１出土遺物実測図（１: ４）
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第 12 図　ＳＫ 102 出土遺物実測図（１: ４）
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第 13 図　ＳＫ 102 出土遺物実測図（１: ４）
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第 14 図　ＳＫ 102 出土遺物実測図（１: ４）
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第 15 図　Ａ地区包含層他出土遺物実測図（１: ４）
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け、39 の外面も網状文を中心とした染付である。

38 の見込に施された花文は鮮明に欠け、コンニャ

ク印判と思われる。外面には水玉状の文様が染付け

される。40 は小瓶、41・42 は皿である。皿は両者

とも草花文で装飾され、見込には五弁花文を施し、

これもコンニャク印判によると思われる。

　43 ～ 50 は施釉陶器で、43 は植木鉢、44 は鍋、45

～ 47 は蓋、48・49 は片口鉢、50 は土瓶である。43

の外面の文様は浮文状に浮き出したものである。

46・50 は同様な柿釉が施され、46 は 50 の蓋の可能

性がある。48の内面には３方にトチンの痕跡が残る。

　51 は陶器の壺か甕の底部、52 も同様で半胴と思

われる。53 は火鉢で３方に低い脚を貼り付ける。

内面には６ヶ所にトチンの痕跡が残る。

　57 は瓦質土器で火鉢としたが、外面に煤が付着

し火鉢とするに疑問の残るものである。３方に小さ

い脚を貼り付ける。

　58 ～ 60 は陶器の擂鉢で、全て瀬戸美濃と思われ

る。64 も鉢としたが甕の可能性もある。65・66 は

陶器の甕で、両者とも内面の粘土紐接合痕に沿って

粘土を指押さえにより補充している。

　67 は木製品の椀で内外面に黒漆を施す。68 は十

能の受部で瓦質である。

　69 ～ 74 は瓦で、全て燻されている。69・71 は軒

平瓦で唐草文を施し、70 は丸瓦で巴文を施す。72

は桟瓦、73・74 は丸瓦である。丸瓦は三角形の釘

穴が穿たれ、凹面には布目や絞痕が明瞭である。73

の凹面頂部には粘土が補充された痕跡が残る。

（８）Ａ地区包含層他出土遺物（第 15 図）

　75 は弥生土器の高杯で、今回の出土遺物では最

も古いものである。脚基部に櫛描の横線文を施し、

後期のものと思われる。76 は土師器椀、72 ～ 80 は

焙烙である。焙烙は全て外面に煤が付着し内面にも

炭化物の付着が認められる。89 は擂鉢である。小

片であるが５条１単位の擂目を施す。信楽と思われ

16 世紀にさかのぼるものであろう。

　81 は施釉陶器の皿で、志野と思われる。白色の

釉を口縁部から体部上半を中心に施す。82 も施釉

陶器で、灯明受皿である。受部は口縁部と同等の高

さで、方形の切欠を設け油溝としている。

　83 ～ 86 は施釉陶器の椀、98 は皿、84 はせんじ、

85・86 は腰錆椀、87 は陶胎染付の筒形椀、98 は梅

文皿と称されるものである。いずれも 18 世紀後半

から 19 世紀の瀬戸美濃と思われるが、83 は不明と

しておく。84 は淡い草花文、87 にも草花文が施さ

れるものと推測される。86 の外面はカキメを装飾

風に施し、85 も同様であるが、カキメとするには

滑らかなものである。

　88・90 ～ 97 は磁器で、88・90 ～ 94・97 は椀、

95・96 は皿である。88 は筒形椀と称されるもので

見込にはコンニャク印判による五弁花文が施され

る。同様な五弁花文は 91・92 にも施され、96 の見

込は蛇目釉禿となる。草花文や蔓草文系で装飾され

るが、93 には小鳥が付加され、95 には漢字が描か

れているようである。93 は瀬戸美濃、他は 18 世紀

後半から 19 世紀の肥前の染付と考えられるが、96

は若干遡り、逆に 93 は近代に下るものである。

　99 は陶器の鉢、100 は甕である。101 は鉄製の貝

折釘で、鍛冶により曲げられており、古鉄材として

再利用される予定であったものと考えられる。

（９）Ｂ地区包含層他出土遺物（第 16 図）

　102・103 は磁器、104 ～ 106 は陶器である。102

は微塵唐草文様を施す小杯で、外面に直接重焼の痕

跡が残る。104 は行平鍋の蓋と思われ、天井部外面

に渦巻状の浅い沈線が認められる。文様を意識した

ものか単なる調整痕かは不明である。105 は急須と

したが、行平鍋の可能性もある。103・106 は近代

に下るものである。

（10）Ｄ地区包含層他出土遺物（第 16 図）

　107 は土師器の鍋、108 は須恵器の杯、109 ～ 115

は施釉陶器である。107 は鍋としたが焙烙の可能性

もある。鍋とすれば室町末期、焙烙とすれば近世の

可能性が強い。108 は受部をもつもので、口縁部は

比較的高いが６世紀に納まるものである。110は椀、

109・112 は皿、111 は小鉢、113 は鉢、114 は徳利、

115 は行平鍋である。112・113 には鉄絵が施され、

112 は口縁端部に直接重焼痕、113 は見込にトチン

痕がある。両者と 114 は瀬戸美濃であるが、114 は

近代に下るものである。
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　116 ～ 120 は磁器で 120 を除き肥前の染付と考え

られる。116 は小杯としたが、紅猪口の可能性があ

る。口縁部外面を雨降柳文で装飾する。117 ～ 119

は皿、120 は蓋で、119 は蛇目凹形高台をもつ。117

の内面は円形繋文、外面に唐草文、118 は内面に鳥

が描かれ外面は唐草文か草花文、119 の内面には草

花文が染付けされる。これらの磁器は 18 世紀から

19 世紀前半に収まるものであるが、120 は近代に下

るものと考えられる。

　121 は平瓦で凹凸面とも工具によるナデで調整さ

れる。

　これらの他に整地層から近代に下るものと思われ

る御用徳利２個（写真Ｐ 44）が完形またはほぼ完

形で出土している。

第 16 図　Ｂ地区・Ｄ地区出土遺物実測図（１: ４）

Ｂ地区

Ｄ地区



－ 22－ － 23－

法 量 （cm）

口径 器高 その他

1 14-3 SD108 A-B9
土師器

甕
頸部径
14.8

外面：ハケメ
内面：ナデ・未調整

外：にぶい褐7.5YR6/3
内：にぶい黄橙10YR7/3

密(～1.5㎜の砂粒
含）

頸部2/12残

2 14-2 SD108 A-B9
須恵器

杯
10.6 ロクロナデ 灰白N7/ 密(微砂粒含） 口縁部2/12残

3 8-2 SD101 A-B3 山茶椀
高台径
8.2

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1
密(～1㎜の砂粒
含）

底部2/12残

4 8-3 SD101 A-B3 山茶椀
高台径
8.5

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 密 底部4/12残
底部外面糸切痕、内面に自然
釉

5 15-2 SK111 B1-E2
土師器

皿
16.6

外面：ナデ・未調整
内面：ナデ

浅黄橙10YR8/3 密(微砂粒少含） 口縁部2/12残

6 15-1 SK111 B1-E2
土師器

皿
16.0

外面：ナデ・未調整
内面：ナデ

橙5YR7/6
密(～2㎜の砂粒多
含）

口縁部2/12残

7 16-1 SK111 B1-F2
土師器

鍋
23.1

内外面上半ナデ、下半
ヘラケズリ

外：褐灰5YR4/1
内：黒褐5YR3/1

～2㎜の砂粒含 口縁部3/12残
上半部外面にスス付着
摩滅が激しい

8 15-4 SK111 B1-E2
ロクロ土師器

皿
高台径
5.0

ロクロナデ
外：にぶい黄橙10YR7/3
内：浅黄橙10YR8/3

密(～2㎜の砂粒
含）

底部4/12残 底部外面に糸切痕

9 15-3 SK111 B1-E2 山茶椀 16.0 ロクロナデ 灰白2.5Y7/1
密(～4㎜の砂粒
含）

口縁部1/12残 内面に墨付着

10 18-3 SD112 B1-E3
ロクロ土師器

皿
15.0 3.4

底径
6.8

ロクロナデ 橙7.5YR7/6 やや密(金雲母含)
口縁部1/12残
底部9/12残

底部外面糸切痕

11 18-1 SD112 B1-E3
ロクロ土師器

皿
底径
6.8

ロクロナデ 橙7.5YR7/6 やや密 底部6/12残 底部外面糸切痕

12 19-1
SD112
№2

B1-E2
土師器

鍋
25.0

内外面上半ハケメ、下
半ヘラケズリ

外：浅黄橙10YR8/3・灰褐
7.5YR4/2
内：浅黄橙10YR8/4・灰褐
7.5YR4/2・にぶい黄褐
7.5YR5/4

密(～1㎜の砂粒
含）

口縁部4/12残

13 17-2 SD112 B1-E2 山茶椀 16.4 4.8
高台径
7.7

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 やや密
口縁部2/12残
底部完存

底部外面に糸切痕

14 17-3
SD112
の上

B1-E3 山茶椀
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 やや密 底部完存
内面にコゲ　底部外面糸切
痕・籾殻痕・墨書「○」

15 17-1 SD112 B1-E3
陶器
甕

底径径
16.0

外面：ナデ・タタキ
内面：ナデ

外：褐灰7.5YR6/1
内：灰5Y6/1

密 底部1/3残
タタキ原体幅2.2cm　内面に
自然釉、底部外面に砂痕

16 27-5 SD112 B1-E2
白磁
椀

16.0
外面：ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/1
釉：灰白7.5Y7/1

やや密（～1㎜以
下の砂粒含）

口縁部1/12残

17 14-1 SD107 A-B10
陶器

天目茶椀
高台径
4.5

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

釉：赤黒7.5R2/1
素地：灰白2.5Y8/2

密(～0.5㎜の砂粒
少含）

底部完存 削出高台

18 13-1 SD107 A-B10
陶器
擂鉢

28.0
外面：ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

にぶい赤褐2.5YR4/4
密(～1.5㎜の砂粒
含）

口縁部1/12残
瀬戸美濃　内外面錆釉
内面に5本1.3cmの筋目

19 34-6 Pit1 A-A9
磁器
椀

13.3 7.2
高台径
5.2

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明青灰10BG7/1

密
口径2/12残
高台径5/12残

肥前　染付

20 24-1 Pit1 A-A9
施釉陶器
腰錆茶椀

9.7 5.6
高台径
3.9

ロクロナデ
素地：灰白2.5Y7/1
釉：灰オリーブ5/3

やや密（～1㎜の
砂粒含）

口縁部9/12残
底部完存

瀬戸美濃　付高台

21 34-4 Pit1 A-A9
磁器
椀

高台径
4.3

施釉のため不明
素地：白
釉：明青灰10BG7/1

密 高台径9/12残 瀬戸美濃　染付

22 34-5 Pit1 A-A9
磁器
椀

高台径
4.7

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明青灰10BG 7/1

密 高台径12/12残 肥前　染付

23 30-1 Pit1 A-A9
磁器
皿

14.3 3.5
高台径
9.1

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白5Y8/1
釉：明青灰5B7/1

密
口縁部7/12残
底部11/12残

肥前　染付　蛇目凹型高台
底部外面に墨書

24 25-3 Pit1 A-A9
施釉陶器
行平鍋

16.7 ロクロナデ
素地：灰白2.5Y7/1
釉：オリーブ黄5Y6/3

密 口縁部2/12残 片口欠損

25 7-3 SK102 A-B8
施釉陶器

椀
11.9 5.0

高台径
4.0

ロクロナデ
素地：灰白2.5Y7/1
釉：灰オリーブ7.5Y6/2

密
口縁部1/12残
底部完残

蛇目釉禿　付高台

26 28-3 SK102 A-B8
施釉陶器

椀
11.8 5.9

高台径
4.0

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白10YR8/2
釉：浅黄2.5Y7/3

やや密（～3.5㎜
以下の砂粒含）

底部4/12残 削出高台

27 24-7 SK102 A-B8
施釉陶器

椀
12.0 5.8

高台径
4.1

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白2.5Y7/1
釉：灰オリーブ5Y6/2

密（～2㎜の砂粒
含）

口縁部4/12残
底部6/12残

瀬戸美濃　削出高台

28 24-8 SK102 A-B8
施釉陶器

椀
12.5 6.2

高台径
4.7

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白2.5Y7/1
釉：灰白10Y7/2・灰オリー
ブ7.5Y4/2

やや密
口縁部8/12残
底部完存

削出高台

29 28-5 SK102 A-B8
施釉陶器
腰錆茶椀

9.3 5.1
高台径
3.8

外面：カキメ
内面：ロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/1
釉：灰白5Y7/2・黒褐
10YR7/2

密（微砂粒含む） 底部完存 瀬戸美濃　削出高台

30 28-6 SK102 A-B8
施釉陶器
腰錆茶椀

9.0 5.0
高台径
3.6

外面：カキメ
内面：ロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/1
釉：灰白5Y7/2・黒
10YR7.1/1

やや密（1㎜以下
の砂粒含）

底部1/2残 瀬戸美濃　削出高台

31 24-5 SK102 A-B8
施釉陶器
鎧茶椀

8.7 5.4
高台径
3.8

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：黄灰2.5Y6/1
釉：黒2.5Y2/1・黄褐
2.5Y5/4

密
口縁部3/12残
底部5/12残

瀬戸美濃　削出高台

32 24-6 SK102 A-B8
施釉陶器
鎧茶椀

高台径
3.7

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：黄灰2.5Y5/1
釉：オリーブ5Y5/4・極暗褐
7.5YR2/3

密 底部6/12残 瀬戸美濃　削出高台

33 27-6 SK102 A-B8
施釉陶器

皿
高台径
6.7

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/2
釉：青灰5BG5/1・灰白5Y7/2

やや密 底部完存
瀬戸美濃　陶胎染付
削出高台

34 24-2 SK102 A-B8
施釉陶器

鉢
高台径
5.7

底部外面ロクロケズ
リ、内面ロクロナデ

素地：浅黄2.5Y7/3
釉：灰黄2.5Y7/2

やや密 底部5/12残
肥前　内面に波状文
蛇目釉禿　削出高台

35 33-3 SK102 A-B8
磁器
椀

11.0 施釉のため不明
外：にぶい橙(7.5YR7/4)
内：浅黄橙(10YR8/3)

密 3/12残 肥前　染付

36 33-5 SK102 A-B8
磁器
椀

9.8 5.0
高台径
4.0

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明青灰10BG7/1

密
口縁部1/12残
底部完存

肥前　染付

37 33-4 SK102 A-B8
磁器
椀

10.0 5.0
高台径
4.3

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明青灰10BG7/1

密
口縁部5/12残
底部10/12残

肥前　染付

38 33-1 SK102 A-B8
磁器
椀

12.1 5.8
高台径
5.0

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明青灰10BG7/1

密
口縁部1/12残
底部完存

肥前　染付

39 34-2 SK102 A-B8
磁器

筒形椀
高台径
4.6

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明青灰10BG7/1

密 底部4/12残 肥前　染付

40 34-1 SK102 A-B8
磁器
小瓶

高台径
4.5

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明緑灰10G7/1

密 底部完存 肥前　染付

番号
実測
番号

遺構
出土
位置

残存度 備   考
器種
器形

調整技法の特徴 色　調 胎土

第１表　出土遺物観察表（１）
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法 量 （cm）

口径 器高 その他
番号

実測
番号

遺構
出土
位置

残存度 備   考
器種
器形

調整技法の特徴 色　調 胎土

41 34-3 SK102 A-B8
磁器
皿

13.5 3.9
高台径
7.5

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：明青灰10BG7/1

密
口縁部6/12残
底部6/12残

肥前　染付

42 33-2 SK102 A-B8
磁器
皿

14.0 3.1
高台径
8.3

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：灰白5GY8/1

密
口縁部8/12残
底部完存

肥前　染付

43 25-2 SK102 A-B8
施釉陶器
植木鉢

17.0 ロクロナデ
素地：灰白2.5Y8/2
釉：オリーブ5Y5/4

やや密（～2㎜の
砂粒含）

口縁部1/12残 瀬戸美濃　外面に浮文

44 29-1 SK102 A-B8
施釉陶器

鍋
16.0

外面下半ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白2.5Y7/1
釉：にぶい赤褐5YR4/3

やや密（～1㎜以
下の砂粒含）

口縁部3/12残
瀬戸美濃
外面一部に煤付着

45 28-4 SK102 A-B8
施釉陶器

蓋
6.8 2.7

受部径
9.0

天井部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白10YR7/1
釉：灰白5Y7/2

密（1㎜以下の砂
粒含）

ほぼ完形 土瓶の蓋

46 29-2 SK102 A-B8
施釉陶器

蓋
8.2 3.0 ロクロナデ

素地：灰白2.5Y7/1
釉：にぶい赤褐5YR4/3

密 口縁部7/12残 土瓶の蓋　内面スス付着

47 24-9 SK102 A-B8
施釉陶器

蓋
6.9 ロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/2
釉：褐7.5YR4/4

やや密（～1㎜の
砂粒含）

つまみ欠損 瀬戸美濃？　土瓶の蓋

48 22-2 SK102 A-B8
施釉陶器
片口鉢

16.0 10.2
高台径
9.0

底部外面ロクロケズリ
後ナデ、他はロクロナ
デ

素地：にぶい黄橙10YR7/3
釉：暗オリーブ5Y4/3・オ
リーブ黒5Y3/2

密
口縁部2/12残
底部完存

瀬戸美濃　内面底に3カ所ト
チン痕　付高台

49 25-4 SK102 A-B8
施釉陶器
片口鉢

20.4 ロクロナデ
素地：灰黄2.5Y7/2
釉：浅黄2.5Y7/4

密（～2㎜の砂粒
含）

口縁部1/12残 瀬戸美濃

50 29-3 SK102 A-B8
施釉陶器

土瓶
体部径
18.3

ロクロナデ
素地：灰白2.5Y8/1
釉：にぶい赤褐5YR4/3

密 体部1/4残 体部下半に煤厚く付着

51 28-1 SK102 A-B8
陶器
壺

底径
14.4

ロクロナデ
素地：灰白2.5Y8/2
釉：黒7.5YR1.7/1

やや密 底部3/12残

52 25-1 SK102 A-B8
陶器
半胴

高台径
14.0

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/2
釉：暗褐7.5YR3/4

やや密（～2㎜の
砂粒含）

底部2/12残 瀬戸美濃　付高台

53 10-1 SK102 A-B8
施釉陶器

火鉢
28.4 15.2

底径
22.0

底部外面ヘラケズリ、
他はロクロナデ

鉄釉：黒褐5YR2/1
錆釉：暗赤褐5YR3/3
素地：灰白7.5Y7/1

密 3/12残
瀬戸美濃　内面トチン所に痕
6カ所あり　三足貼り付け

54 8-4 SK102 A-B8
土師器

托
9.0 1.9 ヨコナデ 橙7.5YR7/6 密 3/12残

55 8-1 SK102 A-B8
土師器
茶釜

12.3 ハケメ
外：にぶい橙7.5YR7/4
内：にぶい黄橙10YR6/4

やや密(～3.0㎜の
小石含)

口縁部2/12残

56 7-2 SK102 A-B8
土師器
茶釜

13.2
鍔径
26.6

ハケメ にぶい黄褐10YR5/3
やや密(～1.0mmの
砂粒含)

口縁部1/12残

57 8-5 SK102 A-B8
瓦質土器

火鉢
底径
21.0

外面：ヘラケズリ
内面：工具ナデ

外：暗灰N3/
内：灰白N4/

密 底部1/12残 三足か。外面に煤付着

58 28-7 SK102 A-B8
陶器
擂鉢

38.4 ロクロナデ
素地：にぶい黄橙10YR7/3
釉：暗赤褐5YR3/3

やや粗（3.5㎜以
下の砂粒多含）

口縁部1/12残 瀬戸美濃

59 21-1 SK102 A-B8
陶器
擂鉢

36.4 ロクロナデ
素地：浅黄橙10YR8/3
釉：にぶい赤褐5YR4/3

密(8㎜の小石含） 口縁部2/12残
瀬戸美濃
内面に20本/4.5cmの筋目

60 23-1 SK102 A-B8
陶器
擂鉢

32.4 12.0
底径
13.7

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白10YR8/2
釉：暗赤褐5YR3/3

やや密（～2㎜の
砂粒含）

口縁部7/12残
底部9/12残

瀬戸美濃
内面に15本/3.2cmの筋目

61 21-3 SK102 A-B8
陶器
擂鉢

ロクロナデ
素地：にぶい黄橙10YR7/3
釉：灰褐7.5YR4/2

密 小片 瀬戸美濃

62 21-4 SK102 A-B8
陶器
擂鉢

ロクロナデ
素地：灰黄2.5Y7/2
釉：にぶい赤褐2.5YR4/4

密(～1㎜の砂粒
含）

小片 瀬戸美濃　内面筋目

63 21-2 SK102 A-B8
陶器
擂鉢

底径
16.0

外面：ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

素地：灰白10YR8/2
釉：にぶい赤褐5YR4/3

やや密(～2㎜の砂
粒含）

底部1/12残
瀬戸美濃
内面に5本/1cmの筋目

64 7-1 SK102 A-B8
陶器
鉢

底径
19.0

外面：ナデ
内面：工具ナデ

にぶい黄橙10YR7/3
密(～7㎜の小石
含）

底部8/12残

65 12-1 SK102 A-B8
陶器
甕

32｡6 工具ナデ
外：浅黄橙10YR8/4
内：にぶい黄橙10YR7/4

やや密（～8㎜の
小石若干含）

口縁部2/12残 内面調整の後、粘土補充あり

66 11-1 SK102 A-B8
陶器
甕

36.0 工具ナデ
外：にぶい黄橙10YR7/2
内：橙5YR6/6

密(～1㎜の砂粒
含）

口縁部1/12残 内面調整の後、粘土補充あり

67 1-1 SK102 A-B8
木製品

椀
12.4 4.9

高台
6.0

ロクロ引き トチノキ 1/12残 内外面に黒漆

68 9-1 SK102 A-B8
瓦質土器

十能
3.3 ヘラケズリ 暗灰N3/ やや密 1/3残

69 6-2 SK102 A-B8
瓦

軒平瓦
4.2 工具ナデ 灰黄2.5Y6/2

やや密(2㎜以下の
砂粒含)

瓦頭部1/3残 唐草文　摩滅が激しい

70 6-1 SK102 A-B8
瓦

軒丸瓦
瓦頭径
15.3

ナデ 暗灰N3/
やや密（雲母・3
㎜以下の砂粒含)

瓦頭部ほぼ完存 巴文

71 5-1 SK102 A-B8
瓦

軒平瓦
4.2 幅27.2 工具ナデ 暗灰N3/

やや密（雲母・
2.5㎜以下の砂粒
含)

1/3残 均整唐草文　段顎

72 5-2 SK102 A-B8
瓦

桟瓦
8.2

凹面一部ヘラケズリ、
他はナデ

暗灰N3/
やや密（雲母・
2.5㎜以下の砂粒
含)

1/4残 巴文＋唐草文　段顎

73 4-1 SK102 A-B8
瓦

丸瓦
6.2

外面：ヘラケズリ
内面：布目痕、絞り痕

暗灰N3/
密(2.5㎜以下の砂
粒含）

2/3残
正三角形の釘穴
凹面に粘土補充あり

74 4-2 SK102 A-B8
瓦

丸瓦
6.2

外面：ヘラケズリ
内面：布目痕、絞り痕

灰5Y5/1
密(2.5㎜以下の砂
粒含）

1/3残 正三角形の釘穴。

75 13-6
A－

包含層
弥生土器

高杯
脚部径
3.9

内面しぼり痕 10YR赤5/8
密(～2.5㎜の砂粒
と雲母含）

脚基部完存 櫛描横線5本/0.9cm

76 13-5 Pit1 A-A7
土師器

椀
12.0 3.9 ナデ・未調整

外：灰白10YR8/2・浅黄橙
7.5YR8/4
内：灰白10YR8/2

密(～0.5㎜の砂粒
と雲母含）

2/12残

77 2-1 A－表土
土師器
焙烙

41.0 内外面ヘラケズリ

外：にぶい赤褐2.5Y5/3・黒
褐5YR3/1
内：にぶい赤褐5YR5/4・黒
褐7.5YR3/1

密(微砂粒と雲母
含）

口縁部5/12残 外面煤付着　内面コゲ付着

78 3-2 A－表土
土師器
焙烙

41.0 6.2 内外面ヘラケズリ
外：黒褐7.5YR3/1
内：燈5YR6/6・黒褐10YR3/1

密(微砂粒と雲母
含）

1/12残 外面煤付着　内面コゲ付着

79 2-2 A－表土
土師器
焙烙

42.0 内外面ヘラケズリ

外：灰褐5YR4/2・黒
7.5YR2/1　　　      内：
にぶい赤褐5YR5/4・黒褐
5YR3/1

密(微砂粒と雲母
含）

口縁部2/12残 外面煤付着　内面コゲ付着
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法 量 （cm）

口径 器高 その他
番号

実測
番号

遺構
出土
位置

残存度 備   考
器種
器形

調整技法の特徴 色　調 胎土

80 3-1 A－表土
土師器
焙烙

42.0 6.2 内外面ヘラケズリ
外：黒褐5YR3/1
内：にぶい赤褐5YR5/4・黒
褐7.5YR2/1

密(～3㎜の砂粒
含）

5/12残 外面煤付着　内面コゲ付着

81 13-4 A－撹乱
施釉陶器

皿
8.5 2.0

高台径
4.5

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

釉：灰白2.5Y7/1
素地：灰白2.5Y8/1

密(～3㎜の砂粒
含）

5/12残 志野　削出高台

82 26-3 A－表土
施釉陶器
灯明受皿

8.3 1.5
底径
3.8

外面：ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

素地：褐灰10YR6/1
釉：褐7.5YR4/4

密 底部完存
瀬戸美濃
底部外面に糸切痕

83 24-4 A－表土
施釉陶器

椀
11.1 5.6

高台径
3.3

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：浅黄2.5Y7/3
釉：灰オリーブ5Y5/3

密
口縁部3/12残
底部5/12残

削出高台

84 24-3 A－表土
施釉陶器
せんじ

9.4 4.9
高台径
3.8

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/1
釉：浅黄7.5Y7/3

密
口縁部6/12残
底部完存

瀬戸美濃　削出高台

85 27-1 A－表土
施釉陶器
腰錆茶椀

9.0 6.1
高台径
4.9

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白10YR8/2
釉：灰白5Y8/1・黒7.5YR2/1

やや粗（～2㎜以
下の砂粒含）

底部6/12残 瀬戸美濃　削出高台

86 27-2 A－表土
施釉陶器
腰錆茶椀

9.0 5.5
高台径
4.2

外面：カキメ
内面：ロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/1
釉：灰白5/2・黒10YR2/1

やや粗（～1.5㎜
以下の砂粒含）

底部3/12残 瀬戸美濃　削出高台

87 29-4 A－表土
施釉陶器
筒形椀

体部径
8.0

施釉のため不明 釉：灰白5Y8/1 密 1/4残 瀬戸美濃　陶胎染付

88 32-2 A－表土
磁器

筒形椀
7.5 5.5

高台径
3.6

施釉のため不明
素地：灰白7.5Y8/1
釉：灰白5GY8/1

密
口径3/12残
高台径12/12残

肥前　染付

89 13-3 A－撹乱
陶器
擂鉢

ロクロナデ
外：赤橙10R6/6
内：淡赤橙2.5YR7/4

密（～2.5㎜の砂
粒含）

小片 信楽

90 31-1 A－表土
磁器
椀

高台径
4.7

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白N8/
釉：明緑灰10GY8/1

密 底部5/12残 肥前　染付　削出高台

91 31-3 A－表土
磁器
椀

高台径
4.7

ロクロナデ
素地：灰白N8/
釉：灰白5GY8/1

密 高台径11/12残 肥前　染付　削出高台

92 31-2 A－表土
磁器
椀

高台径
4.8

ロクロナデ
素地：灰白N8/
釉：灰白5GY8/1

密 底部完存
肥前　染付
内面に直接重ね焼き痕

93 30-3 A－表土
磁器
椀

11.0 5.1
高台径
4.9

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白N8/
釉：灰白5GY8/1

密
口縁部8/12残
底部11/12残

瀬戸美濃　染付　削出高台

94 32-4
A-C8

包含層
磁器
椀

11.0 施釉のため不明
素地：灰白10YR8/1
釉：緑灰10GY6/1

密 1/12残 肥前　青磁染付

95 32-3 A－表土
磁器
皿

高台径
7.4

施釉のため不明
素地：灰白5Y8/1
釉：灰白N8/

密 高台径1/12残 肥前　染付

96 26-1 A－表土
磁器
皿

12.3 3.7
高台径
4.6

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

釉：灰白N8/ 密（微砂粒含）
口縁部小片
底部6/12残

肥前　染付　削出高台
直接重焼痕

97 32-1 A－表土
磁器
椀

高台径
4.7

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：緑灰10GY6/1

密 高台径11/12残 肥前　青磁染付

98 26-2 A－表土
施釉陶器
梅文皿

高台径
3.8

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/1
釉：灰白5Y8/2

やや密(微砂粒
含）

底部完存 瀬戸美濃　削出高台

99 13-2 A－撹乱
陶器
鉢

40.0
外面：工具ナデ
内面：ナデ

外：橙2.5YR6/6
内：橙7.5YR7/6

密(～3㎜の砂粒
含）

口縁部1/12残

100 26-4 A－表土
陶器
甕

35.4 ロクロナデ
外：褐灰10YR4/1
内：にぶい褐7.5YR5/3

やや密（金雲母・
5㎜以下の小石
含）

口縁部1/12残 常滑

101 20ｰ1 整地土
鉄製品
貝折釘

一辺
0.7

長
21.0

重
54.5g

― ― ほぼ完存 古鉄材

102 31-4 B1－表土
磁器
小杯

6.1 3.4
高台径
3.3

施釉のため不明
素地：灰白N8/
釉：灰白N8/

密
口径10/12残
高台径10/12残

肥前　染付

103 30-2 B1－表土
磁器
皿

13.0 2.6
高台径
7.4

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：灰白N8/
釉：青色

密 5/12残 瀬戸美濃　染付　削出高台

104 27-3 B1－表土
施釉陶器

蓋
15.6

外面：ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

素地：灰白2.5Y8/2
釉：浅黄2.5Y7/3

密 口縁部2/12残 行平鍋の蓋

105 27-4 B1－表土
施釉陶器

急須
底径
7.9

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：白灰10YR8/2
釉：オリーブ黄5Y6/3

密 底部1/4残 行平鍋？

106 22-1 B1－表土
陶器
擂鉢

25.2 ロクロナデ 釉：にぶい赤褐5YR4/4 密 口縁部3/12残 内面スジ目9本/1㎝

107 37-3
D-B8
撹乱

土師器
鍋

19.6 ヨコナデ にぶい褐7.5YR5/4 密 口縁部1/12残

108 36-5
D-B9

整地上層
須恵器

杯
10.5

受部径
13.0

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

外：N5/0
内：N7/0

密 小片

109 37-4
D-B9

整地上層
施釉陶器

皿
高台径
7.3

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

にぶい橙7.5YR7/3 密 底部3/12残 削出高台

110 38-5 SD1 D-C2
施釉陶器

椀
高台径
4.5

施釉のため不明
外：灰(N5/)
内：灰(N6/)

微砂粒・雲母含 口縁部1/12残 削出高台　底部にスス付着

111 38-4 SD1 D-C2
施釉陶器

小鉢
9.6 施釉のため不明

素地：褐灰10YR6/1
釉：灰オリーブ5Y5/1

密 口縁部2/12残

112 37-2
D-B10
黒色土

施釉陶器
皿

12.0 2.3
高台径
6.8

ロクロナデ 浅黄2.5Y7/4 密
口縁部2/12残
底部3/12残

瀬戸美濃

113 37-1
D-東西Ｔ

撹乱
施釉陶器

鉢
28.0 6.4

高台径
17.6

底部外面ロクロケズ
リ、他はロクロナデ

素地：にぶい黄橙10YR6/3
釉：灰黄2.5Y7/2

密
口縁部1/12残
底部2/12残

瀬戸美濃

114 38-2 SD1 D-C2
施釉陶器

徳利
4.8 施釉のため不明

素地：黄灰2.5Y6/1
釉：明オリーブ灰2.5GY7/1

密 口縁部完存 瀬戸美濃

115 36-4 石列
D-東西Ｔ
B6～B7

施釉陶器
行平鍋

14.0 施釉のため不明 浅黄2.5Y7/3 密 口縁部2/12残

116 38-3 SD1 D-C2
磁器
小杯

7.0 施釉のため不明
素地：灰白5Y8/2
釉：灰白5GY8/1

密 口縁部3/12残 肥前　染付

117 36-2
D-東西Ｔ

上層
磁器
皿

10.0 2.1
高台径
5.6

施釉のため不明 灰白7.5Y8/2 密
口縁部5/12残
底部5/12残

肥前　染付

118 36-3
D-西Ｔ
下層

磁器
皿

11.4 2.9
高台径
7.0

施釉のため不明
素地：7.5Y8/1
釉：明緑灰10GY8/１

密
口縁部1/12残
底部2/12残

肥前　染付

119 38-1 SD1 D-C2
磁器
皿

高台径
7.5

施釉のため不明
素地：灰白5Y8/1
釉：灰白5Y8/1

密 底部3/12残 肥前　染付　蛇目凹形高台

120 36-1
D-西Ｔ
下層

磁器
蓋

6.4 2.3
受部径
7.5

施釉のため不明 釉：灰白5GY8/ 密
口縁部1/12残
受部12/12残

121 39-1
D-B9

灰褐色土
平瓦

凹凸面工具によるナ
デ、側面ケズリ

灰N5/0
やや粗(～2㎜の砂
粒多含）

3/12残
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　ＳＫ 102 出土の黒漆椀（67）及び赤漆椀（断片）

について、塗膜分析及び樹種の同定を行った。

（１）塗膜分析

Ａ　分析内容

　漆膜の断面観察を行った。また、赤色部分におい

て蛍光 X線分析による顔料分析を行った。

Ｂ　使用機器

　エネルギー分散型蛍光 X 線分析（XRF）装置　

セイコーインスツルメンツ㈱　SEA5230 試料の微

小領域にⅩ線を照射し、その際に試料から放出され

る各元素に固有のⅩ線（蛍光Ⅹ線）を検出すること

により元素を同定する。

分析条件：モリブデン管球を使用し、管電圧 45 

kV・コリメータφ 1.8 mm・大気圧下で 120 秒間 X

線を照射した。

生物顕微鏡　㈱オリンパス　BX-50

金属顕微鏡　㈱オリンパス　BH2-UMA

Ｃ 方　法

　黒と赤漆椀の内外面から漆膜を微量採取した。次

に、微量採取した漆膜をエポキシ樹脂で包埋後、ミ

クロトームと研磨剤を用いて光が透過する薄い漆膜

断面の切片を作製した。永久プレパラートを作製

し、生物顕微鏡による透過観察および金属顕微鏡に

よる落射・暗視野観察を行い、写真撮影を行った。

　赤漆椀では赤色部分と黒色部分にⅩ線を照射し

XRF 分析を行い、顔料の種類を検討した。

Ｄ 結　果

黒漆椀（67）　黒漆椀の漆膜採取箇所及び漆膜断面

を写真（Ｐ 45）に示し、漆膜採取箇所については

丸印を表示した。以降、断面写真は左側が生物顕微

鏡による透過観察の写真、右側が金属顕微鏡による

落射・暗視野観察の写真である。

　外面では、木地は観測されず、下地は木炭粉が観

４　自然科学分析

資料番号 資料名 分析内容 備　考

67 黒漆椀 塗膜分析・樹種同定 保存処理

Ａ 赤漆椀（高台付） 塗膜分析・樹種同定 －

Ｂ 赤漆椀（高台なし） 塗膜分析・樹種同定 －

第２表　分析対象資料および分析内容第２表　分析対象資料および分析内容

第 17 図　赤漆椀（Ａ）の XRF 結果（左：内面の赤色部分、右：外面の黒色部分）

Ｚ 元素 元素名 ライン
内面の赤色部分

(cps)
外面の黒色部分

(cps)
ＲＯＩ(keV)

20 Ca カルシウム Ｋα 8.331 13.55 3.54- 3.84

26 Fe 鉄 Ｋα 1300.078 133.346 6.23- 6.57

第３表　赤色椀（Ａ）のXRF結果まとめ第３表　赤色椀（Ａ）の XRF 結果まとめ
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測され、その上に黒色層と表面が茶褐色に変色した

黄褐色透明漆層が１層観測された。内面では、木地

は観測されず、下地は木炭粉が観測され、垂直に亀

裂が入った黒色層と表面が茶褐色に変色した黄褐色

透明漆層が１層観測された。

赤漆椀（Ａ）　赤漆椀の漆膜採取箇所を写真（Ｐ

46）に丸印で示し、XRF 測定箇所を矢印で示した。

なお、赤漆椀（Ａ）は高台付の椀片である。

　漆膜断面についても写真（Ｐ 46）に示した。外

面では、木地は観測されず、下地は木炭粉が観測さ

れ、その上に垂直に亀裂が入った黒色層と表面が茶

褐色に変色した黄褐色透明漆層が１層観測された。

内面では、木地は観測されず、下地は木炭粉がわず

かに観測され、赤色漆層が１層観測された。

　また、XRF 結果を第 17 図と第３表に示した。外

面の黒色部分と比較し、赤色部分では鉄が強く検出

された。

赤漆椀（Ｂ）　赤漆椀の漆膜採取箇所を写真（Ｐ

47）に丸印で示した。また、XRF 測定箇所を矢印

で示した。なお、赤漆椀（Ｂ）は高台なしの椀片で

ある。

　漆膜断面写真についても写真（Ｐ 47）に示した。

外面では、木材組織の付着と下地に木炭粉が観測さ

れ、漆膜の表面が茶褐色に変色した黄褐色透明漆層

が 1 層観測された。内面では、木地と下地は観測さ

れず、赤色漆層とその上に垂直の亀裂が多数入った

黄褐色透明漆層が観測された。

　また、XRF 結果を第 18 図と第４表に示した。内

面の黒色部分と比較し、赤色部分では鉄が強く検出

された。

Ｅ　考　察

黒漆椀（67）　断面観察の結果、外面では炭粉下地

でその上に３～９μ mの黒色層と約 47 μ m の黄

褐色透明漆層が観察された（写真Ｐ 45）。

　内面では、炭粉下地でその上に約 18 μ mの黄褐

色層と約86μmの黄褐色透明漆層が観察された（写

真Ｐ 45）。

赤漆椀（Ａ）　断面観察の結果、赤漆椀片（Ａ）の

外面では炭粉下地でその上に約 15 μ mの黒色層と

約 120 μ m の黄褐色透明漆層が観察された（写真

Ｐ 46）。

　内面では炭粉下地でその上に約 110 μ m の赤色

漆層が観察された（写真Ｐ 46）。XRF の結果（第

17 図と第３表）、赤色顔料はベンガラと考えられた。

赤漆椀（Ｂ）　断面観察の結果、赤漆椀片（Ｂ）の

外面では炭粉下地でその上に約 75 μ mの黄褐色透

明漆層が観察された（写真Ｐ 47）。

　内面では 50 ～ 55 μ m の赤色漆層と約５μmの

黄褐色透明漆層が観察された（写真Ｐ 47）。なお、

下地は観察されず、不明である。XRF の結果（第

第 18 図　赤漆椀（Ｂ）の XRF 結果（左：内面の赤色部分、右：内面の黒色部分）

Ｚ 元素 元素名 ライン
内面の赤色部分

(cps)
内面の黒色部分

(cps)
ＲＯＩ(keV)

20 Ca カルシウム Ｋα 4.257 16.587 3.54- 3.84

26 Fe 鉄 Ｋα 820.884 208.692 6.23- 6.57

第４表　赤色椀（Ｂ）のXRF結果まとめ第４表　赤色椀（Ｂ）の XRF 結果まとめ
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18 図と第４表）、赤色顔料はベンガラと考えられた。

（２）  樹種同定

Ａ　同定内容および使用機器

　樹種同定に必要な木口面（横断面）、板目面（接

線断面）、柾目面（放射断面）の３断面の切片を安

全カミソリを用いて作製し、サフラニンで染色後、

水分をエチルアルコール、n －ブチルアルコール、

キシレンに順次置換した。その後、非水溶性封入剤

を用いて永久プレパラートを作製し、生物顕微鏡　

（㈱オリンパス　BX-50）を用いて樹種同定を行った。

Ｂ　同定結果

　各試料の木材組織は下記の通りである。以下に樹

種同定結果とその根拠となる木材組織の特徴につい

て記す。樹木分類および植生分布は『原色日本植物

図鑑木本編』（Ⅰ）（Ⅱ）に従った。

※　樹木の性質、材の用途、出土事例等については

後記の文献を参考とした。

黒漆椀（67）　トチノキAesculus turbinata Blume 

　　　　　　　　（とちのき科　Hippocastanaceae）

　広葉樹、散孔材。直径 50 ～ 70 μ m の管孔が年

輪内に均等に散在する。管孔は単独もしくは２～４

個が放射方向に複合する。道管は単穿孔。放射組織

は平伏細胞のみからなる同性で単列である。板目面

において放射組織が層階状に配列している。

分　　布：温帯：北海道、本州、四国、九州。

樹　　形：�落葉高木で樹高 25 ｍ、胸高直径２ｍに

達する。

用　　途：�家具、指物、建築、器具、漆器木地、経

木　等。

出土事例：�挽物（漆器、皿）、刳物（槽、盤）、農具

（臼）　等。

赤漆椀（Ａ）　ブナ属　Fagus  L.

　　　　　　　　　　　　　　（ぶな科 Fagaceae）

　広葉樹、散孔材。試料は劣化が顕著であり木材組

織の収縮によって特徴が不明瞭である。木口面では

直径約 30 ～ 40 μ m の管孔が年輪内に密に分布す

る。管孔は単独もしくは２～３個が複合し、晩材部

付近では直径、数とも次第に減少している。放射組

織は板目面において２～５列が見られ、木口面にお

いて広放射組織を確認することが出来た。放射組織

は平伏細胞からなり、時に上下縁部に方形細胞があ

る異性である。道管は単穿孔有する。

　ブナ属に入る樹種として、日本にはブナとイヌブ

ナがある。本試料は顕微鏡観察による判断が困難で

あったためブナ属とした。

分　　布：�ブナ；北海道（南部）、本州、四国、九州。

　　　　　イヌブナ；�本州（岩手県から主として太

平洋側，近畿地方，中国地方）、

四国、九州、山中の森内に生

える。

樹　　形 ：�ブナ・イヌブナ；落葉高木で樹高 20 ～

25m、胸高直径 60 ～ 70cm に達する。

用　　途 : �建築、器具、楽器、土木、船、轆轤細工、

下駄、経木　等。

出土事例 ：土木材、刳物、挽物、杓子　等。

赤漆椀（Ｂ）　ブナ属　Fagus  L.                              

　　　　　　　　　　　　　（ぶな科　Fagaceae）

　広葉樹、散孔材。木口面では直径約 50 μ mの管

孔が年輪内に密に分布する。管孔は単独もしくは２

～３個複合し、晩材部付近では直径、数とも次第に

減少している。放射組織は１～４列と広放射組織が

見られる。放射組織の多くは平伏細胞からなり、時

に上下縁部に方形細胞がある異性である。道管は単

穿孔と階段穿孔を有する。

[ 参考文献 ]

・�　北村四郎・村田源『原色日本植物図鑑・木本編』Ⅰ　

1971 年

・�　北村四郎・村田源『原色日本植物図鑑・木本編』Ⅱ　

1979 年

・　島地謙・伊東隆夫『図説木材組織』1982 年

・�　島地謙・伊東隆夫『日本の遺跡出土木製品総覧』1988

年

・�　伊東隆夫「日本広葉樹材の解剖学的記載」Ⅰ　『木材

研究・資料』第 31 号　1995 年

・�　伊東隆夫「日本広葉樹材の解剖学的記載」Ⅳ　『木材

研究・資料』第 34 号　1998 年
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今回の調査によって堀の内側の肩を検出することが

でき、堀の位置を確認することができた。

　松阪城の堀は、「伊勢国松坂古城之図
①
」等に描か

れている。これらの絵図面によると堀の内側には土

塁も存在していたことが分かり、古写真
②
によれば堀

は明治期の中頃までは存在したようである。また、

堀や土塁の位置を現地形上に示した「松阪城復元

図」が作成されている
③
。平成 7 年度の三重県埋蔵文

化財センターの発掘調査
④
では、この図で示された位

置で堀や土塁を確認している。今回の調査区は、「復

元図」による南東角付近に位置する。検出した堀跡

は「復元図」とほぼ一致しており、平成７年度の発

掘調査結果と合わせると復元図の推定はほぼ間違い

ないものと考えられる。今回の調査では堀の南東角

を検出することができなかったが、これも「復元図」

では調査区外 20 ｍほどでの屈曲が推定されており、

妥当なところである。また、今回の調査区内では堀

の外側の肩までは検出できなかったが、調査区内

で分かる堀の幅は約 18 ｍ、水深約 1.6 ｍであった。

堀は総延長約 2100 ｍ、幅 16 ～ 30 ｍ、水深 1 ～ 3.3

ｍであったということ
⑤
から堀の幅や深さも推定と矛

盾していない。また、土塁についても確認すること

はできなかったが、堀の内側では近世の遺物を伴う

遺構は検出されず、間接的には土塁の存在を肯定で

きるものと考えられる。

　次に、Ｂ地区で検出した整地であるが、整地以前

の状態を一時期の堀肩とすれば、南東角の状況が調

査区内で現れつつあるものと解釈できる。中世城館

においては頻繁な改築が認められる場合があり
⑥
、こ

れも松阪城の改築の一端を表すものかもしれず、前

身の潮田長助の城砦
⑦
の可能性もある。一方、堀で囲

まれる城域は不定形な形態を呈しており、堀が水堀

であった
⑧
ことも加味すれば、蒲生の築城時に元来の

河道または湿地状の窪地を整形して堀としたと推測

することも可能である。この場合、この整地は築城

時に元来の河道または窪地の一部を埋めて城内の面

積を確保したものとすることができよう。いづれに

しても、整地の時期を特定できなかったこともあり、

現時点では推測の域を出ない。

〔註〕

①　松阪市『松阪市史別刊１』1983

②�　門　暉代司「松阪城跡」『三重の近世城郭』三重県教

育委員会 1984 年 3 月 30 日

③　前掲②に同じ

④�　三重県埋蔵文化財センター『松阪城三の丸五曲口跡

発掘調査報告』　1996.3

⑤　前掲②に同じ

⑥�　三重県埋蔵文化財センター『伊賀国府跡・升氏館跡

ほか』　1993.3

⑦�　下村登良男「松阪城」『三重県の城』株式会社郷土出

版社　1991 年 11 月 19 日

⑧　前掲②に同じ

５　結語
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（１）遺跡名称と遺跡範囲

　久居城下町は、近世の久居藩の城下町である。こ

の城下町は三重県中央部を流れ、伊勢湾に注ぐ雲出

川北岸の河岸段丘に位置しており、古絵図による研

究などから、範囲は東西約 1.2km、南北約 0.5km の、

ほぼ長方形の形状であり、城下町の南西隅に藩主居

館があったことが判明している
①
。

　埋蔵文化財包蔵地としては、藩主居館と城下町を

合わせて「久居城址」とされていた
②
が、それらの構

造からは、城というよりは、陣屋と城下町に分けて

考えた方が実態に即していると考えられ、三重県教

育委員会と津市教育委員会で協議を行った
③
。

　平成 20 ～ 22 年度に津市による市内全域の遺跡詳

細分布調査が実施され、その際に藩主居館を「久居

陣屋跡」に、それ以外を「久居城下町遺跡」と整理

することとなった。遺跡範囲は、第 20 図に記した

とおりである。

（２）これまでの調査

　久居陣屋跡及び久居城下町遺跡のこれまでの調査

箇所及び面積についても津市教育委員会によって整

理が行われた。各調査の年度や場所などは、第20図、

及び第５表のとおりである
④
。これにより、平成 19

年度に久居農林高等学校特別教室棟改築工事に伴っ

て行われた調査は、「久居城下町遺跡」の第８次調

査となり、今回の報告書の対象とする調査は同遺跡

の第９次調査となる。

[ 註 ]

①�　樋田清砂「久居陣屋」『定本・日本の城』1991 年　郷

土出版社

②�　久居市教育委員会『三重県久居市　遺跡分布地図』　

1984 年

③�　三重県埋蔵文化財センター『久居城下町遺跡・東鷹

跡古墳告』2008 年

④　津市教育委員会のご教示による。

Ⅳ　久居城下町遺跡（第９次調査）・東鷹跡古墳

1　遺跡範囲とこれまでの調査

第 19 図　遺跡位置図（1:50,000）[ 国土地理院「津西部」「津東部」「大仰」「松阪港」1:25,000 より作成 ]
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第 20 図　久居陣屋跡及び久居城下町遺跡本発掘調査位置図（1:12,500）

第５表　久居陣屋跡及び久居城下町遺跡　本発掘調査一覧表

調査次数 調査機関 調査期間 調査箇所 調査原因
調査面積
（㎡）

備考

1 久居市 昭和57年11月～12月 津市久居西鷹跡町 マンション建設 500

調査次数 調査機関 調査期間 調査箇所 調査原因
調査面積
（㎡）

備考

1 久居市 昭和55年８月～９月 津市久居東鷹跡町 幼稚園建設  596

2 久居市 平成３年７月～平成４年３月 津市久居西鷹跡町 県道久居・美杉線 2818

3 久居市 平成４年２月～３月 津市久居万町 県道久居・美杉線  500

4 久居市 平成５年８月～10月 津市久居西鷹跡町 県道久居・美杉線 1350

5 久居市 平成６年４月～５月 津市久居東鷹跡町 宅地造成 1000

6 久居市 平成７年５月～６月 津市久居東鷹跡町
福祉会館駐車場整
備

 655

7 久居市 平成９年６月～７月 津市久居西鷹跡町 店舗建設

8
三重県埋蔵文化財
センター

平成19年４月～６月 津市久居東鷹跡町 学校建設  736

9
三重県埋蔵文化財
センター

平成21年５月～６月 津市久居東鷹跡町 学校建設   24 本報告

10 津市教育委員会 平成６年４月～１０月 津市久居東鷹跡町 宅地造成   25
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（１）遺構・遺物

　第９次調査は、平成 19 年度の調査（第８次調査）

箇所
①
の東側について調査を行った。当該箇所は、砂

利敷きの通路であったが、鉄筋コンクリートの校舎

ができる前に、この付近に木造の校舎が建てられて

いたとのことで、表土から１ｍほどが攪乱を受け、

コンクリートの基礎や土台石が埋設されていた。

　遺構は、第８次調査で確認された SD ９の続きと

考えられるＳＤ 21 を確認したのみである。SD21 の

南端は、ゆるやかな弧を描くと考えられる。グリッ

ドの１Ａと１Ｂでは、溝底の深さが一定しないが、

ＳＤ９も溝底の深さが一定しておらず、埋土の状況

も類似している。

　遺物は、ＳＤ21からの出土は少量であった。１は、

土師器甕片で、古墳時代後期のものと考えられる。

２は、表土から出土したもので、須恵器 の口縁

部と考えられる。３も表土から出土した磁器で、香

炉であろうか。干網文が描かれている。18 世紀末

から 19 世紀初頭のものと考えられる。このほかの

遺物は、攪乱から近世末～近代の瓦・陶磁器小片が

出土しているのみである。

（２）まとめ

　ＳＤ９は、須恵器の装飾付高坏形器台や提瓶、円

筒埴輪片などが出土し、古墳時代中期の「東鷹跡古墳」

の周溝の一部と考えられている
②
。今回の調査で確認

されたＳＤ 21もこの周溝の続きと考えられる。

〔註〕

①�　三重県埋蔵文化財センター『久居城下町遺跡・東鷹

跡古墳』2008 年

②　註①の文献と同一。

２　調査の概要

第 21 図　出土遺物実測図（1:4）

番号 実測番号 様・質 器種など グリッド 遺構・層名 大きさ(cm) 調整・技法の特徴 胎土 残存度 特記事項

1 00１-01 土師器 甕 １Ａ ＳＤ２１
外：ハケメ
内：ナデ

密
外:にぶい橙
内:黒

7.5YR7/4
10YR2/1

小片

2 00１-03 須恵器 ● － 表土
外：波状文
内：ナデ

密 灰白 10YR7/1 頸部1/12

3 00１-02 磁器 香炉？ － 表土 径9.8
外：ロクロナデ→施釉
内：ロクロナデ→口縁部施釉

密
素地:灰白
釉:灰白

N8/
2.5GY8/1

体部1/12

色 調

　第６表　出土遺物観察表　第６表　出土遺物観察表

第 22 図　土層断面図（1:100）
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第 23 図　遺構平面図（1:100）



－ 32－ － 33－

Ａ地区調査前風景（北東から）

Ａ地区全景 ( 西から )

松阪城跡



－ 34－ － 35－

Ｂ地区調査前風景 ( 西から )

Ｂ地区全景 ( 東から )

松阪城跡
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Ｂ地区全景（北から）

Ｃ地区全景（東から）

松阪城跡
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Ｂ地区堀跡 < 人列より後方 >（西から）

ＳＤ１１２（西から）

松阪城跡
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ＳＫ１１１遺物出土状況（南から）

ＳＤ１１２遺物出土状況（西から）

松阪城跡
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松阪城跡

４

11

13

70

80

18

73

55

土器・陶器・瓦
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松阪城跡

45

陶磁器

20

46

30

31

83

84

28
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松阪城跡

112

陶磁器

25

98

81

82

53

48

105
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松阪城跡

陶磁器

39 88

37

23

38

23

120 102
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松阪城跡

97

陶磁器

42

41

22

21

103

92

117
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松阪城跡

陶磁器

95 19

118 119

90 91

11635
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松阪城跡

陶磁器・木製品・鉄製品

101

67
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松阪城

黒漆椀 (67) の漆膜採取箇所（左：外面、右：内面）

黒漆椀 (67) の外面の漆膜断面写真（左：透過観察、右：落射・暗視野観察）

黒漆椀 (67) の内面の漆膜断面写真（左：透過観察、右：落射・暗視野観察）
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松阪城

赤漆椀（Ａ）の漆膜採取箇所（左：外面、右：内面）

赤漆椀（Ａ）の外面の漆膜断面写真（左：透過観察、右：落射・暗視野観察）

赤漆椀（Ａ）の内面の漆膜断面写真（左：透過観察、右：落射・暗視野観察）

XRF 測定箇所（第 17 図右） XRF 測定箇所（第 17 図左）
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松阪城

赤漆椀（Ｂ）の漆膜採取箇所（左：外面、右：内面）

XRF 測定箇所（第 18 図左）

XRF 測定箇所（第 18 図右）

赤漆椀（Ｂ）の外面の漆膜断面写真（左：透過観察、右：落射・暗視野観察）

赤漆椀（Ｂ）の内面の漆膜断面写真（左：透過観察、右：落射・暗視野観察）
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松阪城

黒漆（67）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トチノキAesculus turbinata Blume

木口面 柾目面 板目面

木口面 柾目面 板目面

木口面 柾目面 板目面

木材組織顕微鏡写真

赤漆（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブナ属　Fagus L.

赤漆（B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブナ属　Fagus L.
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調査前状況（北東から）

ⅴ - ⅵ断面（北西から）

久居城下町遺跡（第９次）・東鷹跡古墳
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遺構掘削前全景（北東から）

遺構掘削後全景（北東から）

久居城下町遺跡（第９次）・東鷹跡古墳
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報 告 書 � � 
 

ふりがな まつさかじょうあと、ひさいじょうかまちいせき（だい９じ）・ひがしたかとこふんはっくつちょ

うさほうこく 
書名 松阪城跡、久居城下町遺跡（第９次）・東鷹跡古墳発掘調査報告 

副書名  

巻次  

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告 

シリーズ番号 ３２１ 

編著者名 奥田勝久、西村美幸、山口田美、田中久生 

編集機関 三重県埋蔵文化財センター 

所在地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川 503 Tel 0596 (52) 1732 

発行年月日 西暦２０１０年 ９月 

コード    
ふりがな 
所収遺跡名 

ふりがな 
所在地 

市町村 遺跡番号 
 北緯  東経  調査期間  調査面積 調査原因 

 
松阪
まつさか

城跡
じょうあと

 
 

松阪市
まつさかし

殿町
とのまち

 24204 ａ770 
 34 度 
 34 分 
 19 秒 

136 度 
 31 分 
 36 秒 

20090702 
～ 

20090929 
572 ㎡ 

松阪工業高等学

校部室等解体工

事・渡り廊下改

修工事・部室等

建築工事 
 

久
ひさ

居城
いじょう

下町
か ま ち

遺跡
い せ き

 
津市
つ し

久居
ひ さ い

東鷹
ひがしたか

跡
と

町
まち

 
24201 b154 

 34 度 
 40 分 
 20 秒 

136 度 
 27 分 
 53 秒 

20090520 
～

20090604 
24 ㎡ 

久居農林高等学

校農業土木棟渡

り廊下設置工事 

東鷹
ひがしたか

跡
と

古墳
こ ふ ん

 
津市
つ し

久居
ひ さ い

東鷹
ひがしたか

跡
と

町
まち

 
24201 b232 

 34 度 
 40 分 
 20 秒 

136 度 
 27 分 
 53 秒 

同上 同上 同上 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

松阪城跡 城館跡 近世 堀、溝 
土師器、瓦、陶器、

磁器等 
（総重量 57 kg） 

 

久居城下町

遺跡 城館跡 近世 なし  

東鷹跡古墳 古墳 古墳 周溝 

土師器、陶器、磁

器、瓦等 
（総重量 2.8kg）  

要 
 
約 

 
 松阪城跡は蒲生氏郷により築城された。今回の調査区は三之丸に位置し、城を囲むように作られていた堀や土

塁の推定地を含む。調査の結果、推定どおりの位置で堀跡が検出できた。遺物としては江戸時代のものが中心で

あり、瓦や陶磁器類などが出土した。 
久居城下町遺跡（第９次）及び東鷹跡古墳は、2007 年度に発掘調査を行った箇所の西側の調査を行い、古墳

周溝の続きを確認した。 
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